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•1. メタ分析とは何か

   1-1. 自己愛の高い人は健康的？？

   1-2. メタ分析とは？

   1-3. メタ分析の手順

   1-4. 岡田（2009）の例

•2. 実際に分析をやってみよう！

   2-1. 岡田先生のエクセルファイル

   2-2. せっかくだからRでも

   2-3. 視覚的にメタ分析の結果を確認しよう
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1-1. 自己愛の高い人は健康的？？

☞有意の研究が5個もあるし......？
☞でもサンプルサイズは考えなくて良いの？？

☞「関連があるか」ではなく，「どの程度の関連か」に関心 4

岡田（2017）「計量パーソナリティ分析」  p.95 表6-1より



1-2. メタ分析とは？

•同様の仮説下の研究間で結果が一貫していない。

•個人差が大きい，サンプルサイズが小さい（実施上の制約から）などの理由

から，結果の一般化が難しい。

•☞単一研究の限界を超えて，結果を

　量的にレビューしたい！

•☞メタ分析

   ー同じテーマについて行われた複数の

　　研究結果を，統計的な方法を用いて

　　統合すること。
Quintana, frontiers in psychology (2015) 5



1-2. メタ分析とは？

•メタ分析（Meta-Analysis）

 ー関心のある量について，研究i から得られた効果量Yi を用いて研究

　 結果を統合する。
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岡田（2017）「計量パーソナリティ分析」  p.98 図6-2より



1-2. メタ分析とは？

•長所

 ー手順が明確化されており，量的なために評価が容易。

 ー個々の研究の効果の大きさと方向を表現できる。

 ー1つの研究の結果に左右されない，大きな視点でテーマを捉える。

•短所

 ー労力・知識が必要，質的研究は対象にならない。

 ー「リンゴとオレンジ問題」：ただのごちゃ混ぜ，統合してない。

 ー「ゴミを入れてもゴミしか出ない問題」：質の高い結果を歪める。

 ー「お蔵入り問題」：有意な結果だけがpublishされている。

•短所をしっかり理解した上で行う必要がある。 7



1-3. メタ分析の手順

ステップ 内容

①問題の定式化
取り上げる問題は何か，先行研究に基づいた概念の整理を行う。
個々の研究の特徴を，適格性基準（方法の種類や年齢など）として定めておく。

②文献検索
色々な手法を用いて対象とする文献を検索する。

③情報のコーディング
文献から必要な情報を抽出。効果量や標本サイズなどをコーディング。

④研究の質の評価
個々の研究の質を評価，関係のない研究を省く。

⑤結果の分析と統合
各研究についての効果量とその信頼区間を算出。その平均効果量とSEを求める。
効果量のばらつきも考慮に入れる。サンプルの異質性の確認。

⑥エビデンスの解釈
効果量の大きさ，方向性を解釈する。
頑健性や一般化可能性，メタ分析の限界などの観点から考察を行う。

⑦結果の公表
プロットによる視覚的表現も交えながら結果を公表する。

8Cooper, 2009; 岡田（2017）「計量パーソナリティ分析」  p.99 表6-2より



1-3. メタ分析の手順

•②文献検索

 ーデータベース検索：PsycINFOやERICなど。

 ーマニュアル検索：ジャーナルを絞って全て確認していく。

 ー引用文献検索：最新レビューなどから辿っていく。

•③情報のコーディング

 ー研究の特徴（タイトルや出版年）・結果（効果量やサンプルサイ

　 ズ）に関する情報を集める。

 注1) 概念の操作的定義が異なるとき，尺度がいくつかあるときは？

 　☞目的に応じて一つに絞ったり，複数選択したりする。

 注2) 効果量の独立性をどのように保つか？

 　☞1つの標本から1つの効果量が報告される状態。

 　☞2つ以上ある場合，目的に応じて平均値化 or 1つに絞る。
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1-3. メタ分析の手順

•⑤結果の分析と統合

 ー手順の中で唯一統計が関わってくる。

 ー効果量も色々......
　 オッズ比・リスク比・相関係数・平均値差・分散説明率

•基本的には，重み付け平均が用いられる。

 ーWi にはサンプルサイズや分散の逆数など色々......
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1-3. メタ分析の手順

•なぜ重み付け平均か？

• AもBも虐待ありの方がうつを発症しやすい。

•しかし，単純に足し合わせると，結論が逆転。

 ーシンプソンのパラドックス

 ー虐待なしは研究B，虐待ありは研究Aにサンプルが依存してる。

•効果量の重み付けには，大きく分けて2種類の方法がある。
※テキストで用いられているデータの重み付け方法に関しては参考スライドを見て下さい。
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1-3. メタ分析の手順

•固定効果モデル（fixed-effect model; FEM）

 ー真の効果量θを1つだけ仮定，個々の研究結果は偶然誤差の影響の

 　みによってばらつくとする。

•重み付けに分散（VYi）の逆数を使用。

 ーサンプルサイズに引っ張れらる。
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用いられる手法の例：Mantel-Haenszel法、Peto法、General variance-based法



1-3. メタ分析の手順

•ランダム効果モデル（random-effect model; REM）

 ー研究ごとに真の効果量を仮定，偶然誤差と研究ごとの偏りによって，

 　個々の研究結果がばらつくとする。

• T2が重み付けに加わる。
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異質性の指標Qが含まれてい
る。

→研究間の効果のばらつきも考
慮できる。

用いられる手法の例：DerSimonian-Laired法、restricted maximum likelihood法やBayesian法



1-3. メタ分析の手順

•重み付け平均M を求めたら，後は95%信頼区間を求める。

 ー重み付け平均の分散（重み付けの合計の逆数）

 
 ー重み付け平均の標準誤差（重み付け平均の分散の平方根）

 ー95%信頼区間の算出
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1-3. メタ分析の手順

•異質性（Heterogeneity）の検討

 ①臨床的・方法論的異質性

  ーStudy populationの違い（年齢・性別・人種など）

  ーStudy designの違い（課題・治療期間など）

  ☞調整変数の効果がそこにあるのか検討する。

 ②統計学的異質性

  ー研究ごとの効果のばらつきを検討する。

  ーQ統計量，I2 統計量を用いる。

•①も②も同質→メタ分析でOK
①も②も異質→メタ回帰分析，サブグループ分析など

どちらかのみ同質→メタ分析してもおそらく問題ない
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1-3. メタ分析の手順

•統計学的異質性の指標

 ーQ統計量（Cochrane’s Q）を用いる。

 ーカイ二乗検定を用いて検討，有意だと異質性あり。

• Q統計量は研究数の影響を多分に受ける。

 ーI2 も併記することが推奨される。
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 0～25% 異質性なし、25～50% 中等度、
50～75% 強い、75%～とても強い。
（Higgins et al, 2003）



1-4. 岡田（2009）の例

•自己愛と心理的健康との関連についてのメタ分析

ー心理的健康の指標として，抑うつ・不安・神経症傾向・孤独感・主

　観的幸福感を使用。

ー1979年〜2008年にかけて，35の研究を収集。

•重み付けはサンプルサイズで（1-3 参考スライドは抑うつでの例）

•結果，どうやら効果はある。

ーでは，どの程度関連？

ー相関は±.20程度

17



1-4. 岡田（2009）の例

•自己愛と心理的健康の相関係数は±.20くらい

ー明確な関連があるとは言えないのでは？

•岡田（2009）では，自己愛と自尊感情の関連についてもメタ分析。

☞.32の正の相関

•岡田（2011）は自己愛の下位概念と自尊感情の関係にも着目。

☞「搾取性/権利の主張」は−.18の負の相関

• 1つのメタ分析の結果もまた，

複数の視点から考える必要性。

ー全体で関連が弱いなら下位尺度は？

ー長期的な観点からは？ 18
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2-1. 岡田先生のエクセルファイル

•びっくりするほど簡単

•①”chapter06_okada_meta.xlsx”と” data06.xlsx”を開く。

•②”data06”のタブ「心理的健康全体」のデータをそのまま(A2:C36)
　”chapter06_okada_meta”の入力シートに貼り付ける。

•③終了。

•「計算過程」タブでどのような計算がなされているか確認しましょう。

•時間があれば色々なカテゴリ（抑うつに絞るなど）で試してみましょう。
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2-2. せっかくだからRでも

•相関係数以外の効果量もやってみる。

•今回みたいにサンプルサイズで重み付けをやるのは簡単だが，重み付けの

仕方は様々な手法があるので，他の手法も身につける必要性。

•その上で固定効果モデル・ランダム効果モデル両方試してみましょう。

• Rのmetaforパッケージを使用（他にもmeta，emetaなど）

• BCGワクチンの治験データを用いる。

•以下のURLを参照（奥村研究室）

• https://oku.edu.mie-u.ac.jp/~okumura/stat/meta.html

21



2-2. せっかくだからRでも

• BCGワクチンの治験データ

•結核予防を目的としたワクチン投与群・非投与群の比較をした13のデータ

（Colditz et al., 1994）

•エンドポイント

: 「その治療法によって何が改善されれば有効と考える」ということを　

　事前に決めておく。 
→結核への罹患

•投与群/罹患（tpos），投与群/非罹患（tneg）

非投与群/罹患（cpos），非投与群/非罹患（cneg）

22



2-2. せっかくだからRでも
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2-2. せっかくだからRでも

•①metaforパッケージをインストール

　ーinstall.packages("metafor")

•②ライブラリの読み込み

　ーlibrary(metafor)

•③例題データの読み込み

　ーdata(dat.bcg)

•④効果量・分散を計算して組み込む

　ーES.bcg<-escalc(measure=”OR“, ai=tpos, bi=tneg, ci=cpos, di=cneg, data=dat_bcg)

•⑤効果量・分散が組み込まれたか確認する

　ーES.bcg
24

 



2-2. せっかくだからRでも
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2-2. せっかくだからRでも

•⑥メタ分析の実行（固定効果モデル）

　ーres<-rma(yi,vi,data=ES.bcg,method=“FE”)

　 > summary(res)

•どうやら効果はありそう。
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2-2. せっかくだからRでも

•⑦メタ分析の実行（ランダム効果モデル，制限付き最尤推定法）

　ーres2<-rma(yi,vi,data=ES.bcg,method=“REML”)

　 > summary(res2)

•異質性がありそう

→もっと視覚的に確認する

27



2-3. 視覚的にメタ分析の結果を確認しよう

•⑧結果のプロットを出す

　ーplot(res2) #4種類全部

　  >forest(res2) #フォレストプロット

　  >funnel(res2) #ろうとプロット

•ばらつきをありそう......出版バイアスはある？？

28



2-3. 視覚的にメタ分析の結果を確認しよう

•⑨出版バイアスの評価を行う

 ーポジティブな結果ばかりが出版される。

 ー効果を過大評価してしまう可能性。

•視覚的評価による検証

 ーfunnel plotを見て，非対称性があるかどうか確認する。

•出版バイアスを調整する手法

 ーtrim-fill法（Duval, 2000）

 ーtaf2<-trimfill(res2)

  >funnel(taf2)
  >taf<-trimfill(res)
  >funnel(taf) #summary(taf)で変化を確認 29



参考資料・URL （）内は主な引用スライド

• 高橋先生の授業資料「心理デザイン研究法特論 2015」

• https://www.slideshare.net/YoshihikoKunisato/ss-37490113（slide 11〜16）

• https://oku.edu.mie-u.ac.jp/~okumura/stat/meta.html（slide 19〜26）

• http://rstudio-pubs-static.s3.amazonaws.com/20539_d30b848c6b854f6db39dbdad5

495a327.html

• https://www.slideshare.net/okumurayasuyuki/meta-analysis-okumura?next_slidesho

w=1（slide 8, 16, 24）

• metaforパッケージの使い方

https://cran.r-project.org/web/packages/metafor/metafor.pdf
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※1-3. メタ分析の手順（参考）

•  
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集まった標本の相関係数のばらつき

母集団から標本を抽出したことからくるばらつき


